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＊ はじめに 

‘２４年２月議会が３月１４日に終わりました。今年度最後の議会は元日の能登半島

地震を受けて、災害関連の質問を行いました。その内のいくつかをご報告します。ご意

見などお寄せいただければ幸いです。 

＊２月定例議会、一問一答 

質問：災害時の避難計画について 

１）災害時の備えについての県の責任を問う。（知事） 

国よりも早く動ける県として、現時点で必要とされることに取組んでいく。既に臨

時ヘリポートの検討等対応能力の強化のための予算を当初予算に盛り込んでいる。 

２）道路の整備等を進めてもなお残る孤立可能集落への県の対応は如何。（防災部長） 

速やかに孤立集落の把握ができるようドローンの配備や悪路走行可能な車両の配

備を進め、自衛隊の支援を得ながら状況把握に努める。 

  ３）防災備蓄品について、全国的に赤ちゃん用品や女性用品が整っていないと聞く

が島根県ではどうなのか伺う。（防災部長） 

   赤ちゃん用ミルク、カセットコンロ１２市町村、紙おむつ１４市町村、離乳食１市。

備蓄が進んでいない市町村に働き掛ける。また定期的な点検も促していく。 

４）内閣府の災害時の男女共同参画部署と防災、危機管理部局との連携を依頼する

文書を受けて県はどう取り組んでいるのか伺う。（防災部長） 

女性活躍推進課と共に市町村担当課長会議で周知。また防災会議の女性比率を高め

る働きかけや防災士養成研修に女性の参加を促すこと等協働して取組んでいる。 

５）女性の視点に立った備蓄品や避難所運営をどう改善していくのか伺う。（防災 

部長） 

福祉避難所設置運営の実務研修等の機会に男女双方の視点で

のご意見をいただき、今後の取組に生かしていく。 

  ６）防災部署に意思決定にかかわる女性職員を配置することは

如何。（総務部長） 

現在７９人中６人の女性職員がいる。係長以上に配置するこ

とは約束できないが、女性が多様な分野で活躍することは大

切と考えている。 

県議会議員はくいし恵子の 
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質問：地震災害と原子力災害との複合災害時の避難について 

１）「まずは屋内退避」と言われているが、能登半島地震のような複合災害時にはで

きないのではないか。（防災部長） 

 家屋倒壊等で自宅で屋内退避ができない場合は近隣の指定避難所で屋内退避する

ことになっているので、屋内退避は可能と考える。 

  ２）指定避難所での屋内退避についてもっと周知すべきだと思うが如何。（同） 

原子力災害時のパンフレットを各戸に配布し、周知しているが、引き続き様々な方

法で周知を図る。 

  ３）橋を通る避難ルートがあるが、万が一地震で橋が通れない場合はどうするのか伺

う。（防災部長） 

避難方面別にあらかじめ複数の避難ルートを作成しており、そのような場合には代

替ルートを設定し避難して頂く。 

  ４）活断層の連動や原子力災害対策指針についての規制委員会の見直し結果が出る

まで島根原子力発電所２号機の再稼働を延期すべきと思うが如何。（知事） 

現時点で早急に対応しなければならないとは考えていないので、再稼働を延期する

よう求めることは考えていないが、規制委員会の検討状況を注視するとともに地震

災害への対応能力の強化に取り組んでいく。 

 ５）今年の夏に再稼働をするのであれば、複合災害時の避難計画をすべきだと思うが

如何。（知事） 

複合災害の対応は R３年７月に策定した島根地域全体の避難計画である緊急時対

応で定めている。万が一の場合の避難は政府、県、関係者が一体となって取組むこ

とが必要。今回の地震で得られた教訓を踏まえ、引き続き実効性の向上を図る。 

      

少しずつ春らしい日差しが感じられる季節になってきました。世界では相変わら

ずあちらこちらで戦闘が続いており、ニュースでその惨状に接するたびに胸が痛みま

す。足元では春闘の時期となり、大手企業では思い切った賃上げ回答も出ていますが、

小企業がほとんどを占めるわが県ではどんな結果が出るでしょうか。経営者も賃上げ

をしたくてもできない状況ではないかと考えられます。 

あきれるばかりの今の政府を見るにつけ、「まっとうな政治」に変えていかなけれ

ば私たちは浮かばれない！という思いでいっぱいになります。あと１か月を残すばか

りになった島根一区補欠選挙をその足掛かりにしていきたい思いでいっぱいです。 

とにかく投票に行きましょう！それが私たちの第一歩ではないでしょうか。 

 

ご意見ご感想をお寄せいただくと嬉しく思います。そして来年度もご支援どうぞ

よろしくお願いいたします m(__)m  

  ２０２４年３月１９日 

はくいし恵子                                                                                                   

ＨＰは http://www.k-hakuishi.sakura.ne.jp/office/ 

FBは「はくいし恵子」事務所 FBは「はくいし恵子とともに」で！  


